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指示的換聡と意味変化
一一一名前転送における語棄化のパターン一一一

大田垣 仁
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要 旨

換取は言語表現の指示対象や意味が字義通りのものかお関連する到の事物にずれる

現象である。大臣垣 (2009) では換識の中でも特に名詞匂の位置に生じる換輸を「指

手的換轍」と名づけ、これを金水 (1990) の議論をもとに名前の転用の有無によって

名謡転送型と役害j転移型にわけた。役割転移が名前の転用をおこなわをいフレーム内

での認知操作であるのに対して、名前転送には臨詩的なものと語柔化したものがあり、

名詞の通持的意味変化に中心的にはたらく指示的換聡は名前転送型と考えられるが、

その変化の条件が鰐であるかはまだよくわかっていなかった。

本稿では、まず、名前転送が語葉北する動機づけとして「命名的要罰・認知的要因・

文化的要因J という 3 つの要因を提案した。さらに f日国オンラインj から語義に換

輸による意味拡張をもっ名詞を抽出し、名語の関数的な側面(名前と設割の区別、普

通名語と田有名詞の豆剖)に注目することで語葉住の類型を定式化した。

1 はじめに

本稿の白的は、換轍現象を関数的な側面から分析することで、換聡的な意味拡張にも

とづく名語の通時的な意味変化の原理を理論的に定式化することである。

最も単純な捉え方かちすれば、換日設はある言語表現の指示対象や意味が字義通りのも

のから関連する践の事物にずれる現象である〈瀬戸 1997、橋見知的、 etc.) 0 大田垣 (2009)

では、換尾誌の中でも特に名詞匂の{立置に生じるものを指示的換嘩と名づけ、匂や丈が全

体であらわす事恵が関連する到の事態にずれるという換験的な動機づけがその成立にか

かわる一部の慣吊句や間接発話行為と亙到した。指示的換聡には名前転送型と役割転移

型があ号、名前の転用の有禁が両者を区別する。前者は「名づけJ というひとつの出来

事であり、後者はわれわれのもつ一般的知識とわれわ紅のもつ意図性との相互作用に

よって成立する現象である。また、役割転移が名前の転用をおこなわないフレーム内で

の認知操作であるのに対して、名前転送には臨時的なものと噴用化したものがある(金

水 1990、今仁・金水 2000)。よって、名認の意味の通時的変化に中心的にはたらく指示的
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換取は名前転送聖と考えられるが、名前転送で'損用化するものとしないものとのちがい

がイ可であるかはまだよくわかっていない。

以下に、指示的換識の典型吾rr をしめしておく。

(1) a. 名前転送型で臨時的な例: (飲食店で) 3 香テープルさんお勘定です。

b.名前転送翠で'l貴沼化している倒:昨日は鍋をたべましたa

C. 役割転移型:激石が 3 番目の梯にならんでいる。

ところで、通常、名謁匂の意味は名詞が具体的な文脹になげこまれたときに確定する

と考えられる D しかし、その一方で辞書の意味記述のありかたをみてもわかるように、

ある名詞にはいくつもの標期化した意味がリストとして登諒されている。このリスト関

の関係は、通時的な意味変化によって成立したものが多いと考えられる c この意味変化

の動機づけの要因のひとつとして、事物の隣(近〉接性にもとづく連想、つまり換論的

な意味拡張が介在していると考えられる。さらに、これらの辞書の意味記述における名

詞の 2 香司以降の語義は、換誌によって拡張した意味が名認のあらたごと意味として定着

したものと考えられる。この過程と結果を「語義化j と呼ぼう。

このような研究は、一克、語源研究に吸技されるようにみえるかもしれないが、本積

では分析対象を換馬主にもとづく意味変化;こし iまり、名謁の関数的な側匿に注目すること

で、名詞があたらしい意味を護得する原理の一端の定式化をめざす。

具体的な分析方法として、まず、意味変化をひきおこす 3 つの要因を提案する。次に

fヨ国オンラインj の全文検索機能をもちいて抽出した換識による語義の意味拡張をも

っ名詞を足がかりに、名前転送をひきおこす語吊論的関数の類型を抽出する。最後に名

前転送による語美化の原理を定式化する。以上ではトリガー・ターゲット注 l 間の名前

の転用、関数的な側面からみた名詞の区分(富有名謁と普通名謂)が分析の鍵となる。

1.1. 先行研究の問題点

換識が介在した意味変化について触れた先行研究として Ullmann (1951) (1962) 、

Waldron (1972) や国慶 (1982) があるが、 Ul1mann の研究をのぞいてこれらの誹究は

名語の関数的な側面については考察の範囲にふくまれていない。

また、 Lakoff (1 987) に代表される最近の換聡研究では、換験は概念レベルにおける fA

で B をあらわす関係 (stands A for B ~ ) J と定義される。しかしそこでは、 A や B が名

詞の関数的な側面からみて荷であり、どう組み合わされるかが示されていないために、

指示的換総の本質的なちがいはみえてこない。

一方、 Ullmann (1951) では語の意味変北の類型をソシュール風に厳密に定義しよう

としている。この類型の中でで、、換韓が関連しているものとして「意味の隣接による名前

の移転J と「名前の隣接による意味の移転J が考えられる O それぞ

と次のようになる O
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(2) 意味の隣接による名前の移転

a. 空間的: bureau (事務杭、事務室) ;はじめは bure (褐色の粗雑な毛織物)であっ

たが、その織物がおおっている家具を表示するようになり、やがてその家具が、

それの置かれている部屋を表示することに会る。

b.時罰的: vêpres 晩祷) ;宗教的金重務が、それのおこなわれる時間の名をとる

(vesper= 夕方)

c. 由果的: fusil (銃) ;点火用の器具で武器が表示される (fusi1 =火打石)

(3) 名誌の隣接による意味の移転: r vil1e capitaleJ が rcapitaleJ になるような現象

(2) について、語用論的関数を[空需・時間・菌果関係J によって分類することは、

換聡における隣接性をおおまかに把握するための説明としてしばしばもちいられる手法

である(巻下・瀬戸 1997)。本稿では、筆者の調査のなかで婦納的に得られた語沼論的関

数のみを分析に使用し、このようなー殻化はおこなわない。ところで、 f意味の隣接に

よる名前の移転j という分類名は一見すると、筆者の主張する名前転送について述べて

いるようにみえる。しかし、これに対立する(引の「名前の隣接による意味の移転j と

いう枠組辻略語や語の短縮についての説明であり、結局、 Ullmann (1951)では指示的

換聡の 2 つの区分については考えが及んでいない。名認の関数的な鵠匿に着 E し、指示

的換轍の 2 つの区分が対立する概念として規定されてはじめて、指示的換鳴の内実を記

述することが可能になると筆者は考えている。さらに、換喰が介在した意味変化を精密

に把握するためには、この区分をふまえた、より厳密な定式化が必要である。よって、

次第では換戦が介在した意味変化を分析するための前提となる、指示的換職の 2 つのタ

イプのちがいについて概観する。

1.2. 指示的換霊能の 2 つのうZイプ

大田垣 (2009) で辻、 Fauconnier (1985 、 1997) や金本(1990) の議論をもとに、指示

的換稔を名詞の関数的な側面から名前転送型と役割転移型にわけた。

1.2.1. 名前転送型の指示的換犠

名前転送型の指示的換轍では、トリガーの名前でターゲットを呼ぶことができる。名

前転送は、トリガーとターゲットをそれぞれ名前関数出で表示すると、次のように定

式化することができる。

(4) 名前転送の定式化

名前(r1， S) = nl [r1 :トリガーの役割的、 S: スペース刷、 nl トリガーの

語用論的関数 i ↓名古言転送 名前]

名前 (r2， S) = n2 [r2: ターゲットの役割、 S: スペース、 n2 :ターゲットの

名前]

この定式化は、ある限定された状況 S を共有するトリガーとターゲットのそれぞれ
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の役割r1と r2 の詞に何らかの適切な語用論的関数が設定されたばあいに、ト 1) ガーの

名前 nl がターゲットの名前心に転送されることをあらわしている。

名前転送聖の指示的換馬誌の倒と定式の適用例を以下にしめすc

(5) a. (飲食店で)カツ井がくいにげをした。

b. 名前日注文品>，飲食店) = ~カツ井i

語用論的関数| ↓名前転送

名前( <客> ，飲食吉 rx~ [X は名前がわからない状態〕

また、名前転送型の指示的換職は次のように一般化される。

(6) a.2 つの名前関数に同ーのスペースが設定されそれぞれの役割障に遥切な語用論

的関数が成立するとき、ト 1) ガーの名前をターゲットの名前として転送する換

験的な名詞匂解釈である。

b.臨時的な吾uはトリガーとターゲットを f とよ iまれた」で結びつけることができ

る注 50 (e.g. rカツ井j とよばれた客〉

C. 語葉化した例はトリガーとターゲットの上{立の投割を f という J r とよ lまれる j

で結びつけることができる。 (e.g. r錨j 1 という/とよばれる|科理)

d. r名づ汁j というひとつの出来事である。

また、名前転送を実緊に発動させる語用論的関数として次の類型が考えられる。

(7) a. 所有物の名前をもちいた所有者への名づけ

b.構造物の講成部分の名前をもちいた本体への名づけ

c. 場匿を共有する物や場所の名前をもちいた対応物への名づけ

d. 出来事の構成要素の名前をもちいた出来事への名づけ

c その他の名づけ出〈連用転成名語、相対名詞、人名、オノマトベ、役割語〉

そして、それぞれの類型の実例として次のようなものが考えられる。

(船 所有物の名前をもちいた所有者への名づけ

a. 費は声をひくくして圏とのいきさつを尋ねた(道化の華)

b.例の眼鏡が(…ー)黒板の字を凝視している(若き数学者のアメリカ〉

(9) 構造物の構成部分の名前をもちいた本体への名づけ

仏薦西窓、の外を塞いで、時々大きな白 I鼠が通性過ぎる〈……) (開化の長人)

(10) 場匿を共有する物や場所の名前をもちいた対応物への名づけ

14 卓さんおかえ司です。(筆者が行った飲食店にて)

(11) 出来事の構或要素の名前をもちいた出来事への名づけ

ヒロシマ、ナガサキを普遍化したい。(中国新罷: 030730) 

(12) その佳の名づけ

追っかけ/珪下/サンドイツチ/わんわん/もさ、 etc.

以上、この節では大田垣 (2009) で主張した名前転送および名前転送型の指示的換喰
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の特散を再確認した。

1.2.2. 役割転移裂の指示的換噴

役割転移型の指示的換識では、ターゲットはト 1) ガーとなる名詞のフレームの一部で

あり、述語や文援によってそれが含意される。名語解釈注7 の関数モデルをつかえば、

役割転移は次のように表示することができる。

(13) 役割転移の定式北

名前 -1 (n, GS) = r1一語用論的関数→ r2 [n: :名前、 GS: 一般的知識スペース、

r1:トリガーの役割、 r2 :ターゲットの役割]

この定式化は、ト 1) ガーとなる名詞が一般的知識のスペース GS におかれたとき、そ

の役割が語崩論的関数によって r1 から r2 に転移することをあらわしている。

役割転移型の指示的換聡の例と定式の適用例を以下にしめす。

(14)a. 夏日激石が 3 番吾の期にある。

b. 名前 -1 (r夏巨歎石1 GS) = <作家〉→〈作品〉

また、役割転移型の指示的換験は次のように一般化される。

(15) a. ある名前解釈において一般的知識のスペースが設定されトリガーとなる名詞が

そこにおかれるとき、ト 1) ガーがもっ役割が語用論的関数によって関連する到

の役割に結びつくことでターゲットが含意される換轍解釈。

b.トリガーとターゲットを「という」でも「とよばれる j でもむすびつけること

ができない。 (e.g. ホ激石という書物/ネ歎石とよばれる書物)

また、役割転移を実際に発動させる語尾論的関数として次の類型が考えられる。

(16) a. 個体の構造についての知識

b.事象の構造についての知識

C. 組織や集団についての知識

d. 人聞の意層的行為についての知識

そして、それぞれの類型の実例として次のようまものが考えられる。

(17) 錨体の構遣についての知識

a. 真紀子は〈……)蓄譲を折ると、(……)久慈の販の襟へ陪じように差し、(一一一)

〈旅愁〉

b.大道で鍋を煮立たせて、ゆでだこを売っている男がいました{先生への通信)

(18) 事象の構造についての知識

a. 雨が屋根を打つ音も間こえた。(雨=高粒) (世界の経わり〉

b.ひっきりなしに江そい雨が降りそそいでくる。(雨=シャワー状) (議家)

(19) 組識や集団についての知識

農林水産省と厚生労費量省は(……)米産牛肉の輪入手続きを 27 B に再開する

ことを正式発表した (NIKKEINET : 061026) 
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(20) 人障の意図的行為についての知識

(…ー)心をひそめて夏目激石を読んだ。(太陽の塔)

弘上、この節では大田垣 (2009) で主張した役割転移および役割転移型の指示的換磁

の持徴を概観した。

2. 換曜と意味変色

ここまで、換識が介在した意味変化について、従来の研究の開題点と、本稿で提案す

るあたらしい分析方法の苗提となる指示的換磁の 2 つのタイプについて概説した。ここ

からは換聡が介在した意味変化の動機づけは何か、また、その意味変化にはどのような

類型があるか、という問題を考える。結論として、名前転送が意味変化に中心的にはた

らくことをのべる。意味変化の動機づけとなる 3 つの要冨を聾案し、それらによってひ

きおこされる意味変化の類型を名詔の関数的な額面から分類し、最後に名前転送が介在

した語棄化の原理を定式化する。

2.1. 分析する対象と形式

分析する対象は主に語レベル、つまり名詞となる。換験的な意味拡張をもっ名詞を効

率的にさがしあてるために、『日国オンラインj の全文検安機能を使用した。検索キー

として f転じてJ Iたところから j を作業をすすめるにあたってもちいることにした。

これはいくつかの検宗キーを試した結果、検索ヒット数が多くもなく少なくもないと筆

者が判断したからである注 o この調査で抽出された用調の数は次のとおりである。

(21) a. I転じてJ : 6320 例中換騒的拡張をもっ，剖は 1251 倒

b. 1たところから J : 2880 例中換識的拡張をもっ倒は 340 剖

抽出した例に対して、次の条件による竣号Ijをおこない、その中でも典型的な倒を分析

に用いる。

(22) a. 分析対象は基本的に複合語ではない名詞とする。

b.ただし複合語であってもそれ自体がトリガーしかあらわしていないものは分新

の対象にふくめる。つまり、 IABJ という複合語を考えるとき、 f青ー表紙J

のように AB でトリガーをあらわしているものは採用する。一方、「飛鳥ー山j

のような被修錦部(主要部)がすでにターゲットをあらわしてしまっているも

のは分析からはずす。

C. また、 fA の BJ のような名詞匂であっても、 f紫の袖j のような、それ全体で

トリガーをあらわすものは分析にふくめる。

2.2. 語量化の動機づけ

名前転送は名づけようとする対象から相対的に認知的な際だちのたかい部分をとりだ
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すことや、逆に腕曲的に背景情報をとりだ、すことによってなされるが、臨時的な名づけ

で終わるものと、語葉化するものとがある。J;J.下ではこの問題に対して、語葉北の動機

づけと金る次の 3 つの要因を考察するむ

(23)a. 命名的要因(転送先の名前の有無)

b.認知的要医(知覚上の特性や心理的な窪薩)

C. 丈化的要因(神話コード)

2.2.1. 命名的要国

まず、語葉イとの条件として、 (23a) の金名的要因が考えられる。ある言語コミュニテイ

において役割だけが共有されていて名前がないものには、いずれかの時点で名づけが要

請される。そこで、

(24) 転送先にもともとの名前がないものは定着する。

という条件が考えられる。場えに、飲金居で店員が客を識別するために、客の呼び名を

テープル番号や注文品の名前で、代用するような鈎は定着しない注90 これは、客は本来の

名前をもっているし、患の人間にとっても識別の患がたせれ託、その場しのぎの名づけ

を永続的に費用する，店、要iまないからである。

2.2.2. 認知的要因

次に、 (23b) の認知的要因について考察する。ここで、ゲシュタルト心理学で提唱さ

れた「図地概念j を導入する。 f函」とは入開の知覚において相対障に重要なものであり、

「地j とはそうではないものである(辻 2002: 130)。相対的に留になりやすく、カテゴリー

におけるプロトタイプ効果を発揮するものは臨時的か慣用的かのちがいを間わず名前転

送の要冒となりうる。これを f図による名づけj とよほう a

換聡によって生じるプロトタイプ効果とは、 Lakoff (1 987) によれば、

(25) ある下位カテゴリーないし成員ないし下位モデルがカテゴワー全隼を理解する

ために用いられる o CLakoff 1987 :邦訳 94戸 10

と定義される。プロトタイプ効果を発揮させる外廷は相対的に図地芳仕{辻 2002 : 130、

137) において前景化して匿にな切やすいもの注 11 で為る。図は名づけをおこなう入閣の

五惑による知覚的なもの注 12 以外にも、スクリプトの起点をなすもの、カテゴリーを弐

表する成員などが考えられる。

(26) a. 視覚的なきわだちのたかい事物 ((30a) (32) を参黒〉

b.聴覚的なきわだちのたかい事物((31)を参照)

C. 創始者( (29a) の rJll梯J r沢庵J r本阿弥J 、 etc.)

d. 代表例・模範17U . 典型倒 ((29) の f彦左衛門J r仇野J r天王山j、 etc.)

一方で、あえて背景的なi雪報をつかって名づけを行う場合も考えられる。これを「地

による名づけj とよほう注へこの名づけに関連して、認知的な要因には知覚上の特性

の地にも、名づける人間と名づけられる対象との心理的な距離(親諌)も関連する。 例
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え iま (30a) でしめす[浅葱裏j などの蔑称は視覚的な際だちにもとづく「図による名づけ」

であるが、 (30b) (33) (36) でしめす例 i土産接言及しにくい対象を背景情報を用いて名づ

けていると考えられる。

2.2.3. 文化的要因

最後に、 (23c) の文化的要国について考察する。先に述べた認知的要因も多分に文化

的要因の基盤になっていると考えられるが、ここでいう文化的要罰とは認知的要因だけ

では説明がむずかしい併である。文化的要国としては「神話コードJ が考えられる。 f神

話コードj とは、神話や伝承においてごとんらかの事物を象観する神々の名前が逆に当該

の事物の指示に利用される語用論的関数のことである。この要因の外廷として、たとえ

ば次のようなものが考えられる。

(27) 神話コードイ天道隷J (太陽〉、 f丹天子J (月〉、「咲耳FJ楚J (富士山〉、「青帝、

赤帝、白帝、黒帝j くそれぞれが季節をあらわす〉、 etc.

2.3. 換鳴が介在した名謁の意味変化の方向性

ここからは f日国オンラインj から抽出した具斧備をもとに、換聡が介在した名詞の

意味変化の類型を整理する。

指示的換聡が介在した名詞の意味変化におけるトリガーとターゲットの関係を、名語

の関数的な側面から分類すると、大きくわけで次の 4 つの方向性が考えられる。

(28) a. 固有名詞の普通名詞化

b.普通名詞が却の普通名認の名づけに利揺されるもの

c. 普通名詞の毘有名詞北

d. 国有名詞が別の富有名詞の名づけに利用されるもの

このように、普通名詞と固有名詞という名詞の 2 大胆に注目し、換験による意味拡張

の場合わけを)11夏列くみあわせによって慧型化することで、論理的な関係にもとづいて意

味変化の方向性を一般化することができる。このような手つづきをおこなうことによっ

て、名詞の指示対象がもっ吉祥事典的な外延のひろさによって生じる調査範囲設定の退

乱や調査基準のぶれをふせぐことができる。

以下では、指示的換轍が介在した意味変化の京理を定式化する準備として、それぞれ

の類型の具体調についての観察をおこなう。

2.3.1. ~有名需が普通名語北しているもの

まず、固有名詞が普通名詞イとしている倒について観察する。次の (29) にしめすように、

固有名詞が普通名詞化している例には人名と地名がある。以下に、典型的と考えちれる

例をしめす注 140

(29) a. 人名:JlI梼〈短詩形文学〉、沢車(沢寿漬け〉、藤助くしみったれ〉、彦左衛門〈遠

患なく忠告する人〉、弥三部〈裁縫を行寵する者〉、弥三〈馬方〉、弥次喜多〈愉
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快な旅行〉、余市〈議の財布〉、本阿弥〈鑑定家〉、竹斎くやぶ医者〉、天道議〈太

i蕩〉、月天子〈月〉、咲耳ß短〈富士山〉、 etc.

b. 地名:泉JII (椙撲の手の一つ〉、積荷〈源、油揚げ〉、出島〈オランダ人〉、天

王山〈勝敗や運命の重大な分かれ百〉、天語寺〈藁布団〉、建長寺〈きれいなさ

ま〉、谷町〈力士の後援者〉、仇野〈墓地〉、永田町 <B 本の政界〉、 etc.

これちの倒は、もともとは入名や地名をあらわしていたものが、換稔的な意味拡張に

よって、関連する部の事物をあらわすようになり、それが定着するようになったものと

考えられる。

2.3.2. 普通名語が到の普通名語の名づけに利用されているもの

次に、普通名詞が到の普通名詞の名づけに利思されている椀について観察する。普通

名語が換識的在意味拡張をおこなっている携は数おおくある。ここで辻便宜的に名づけ

をおこまう人間を中心においた分類をおこなう。まず、名づけをおこなう人間の五惑に

もとづく分類を考える。このとき、五惑にもとづいて名づけをおこなう人間を f認知主

体j とよぶことにする。認知主体の視覚によってえられる'情報によって名づけがおこな

われている倒として、

(30)a. 図による名づけ赤切符〈三等切符とその乗客〉、桐く小手U、銀幕〈映酉〉、

銀翼〈飛行機〉、竿〈三味鰻〉、布$JL (器〉、碧眼〈欧未人〉、店〈みせ〉、詩〈小

銃、大砲〉、卓按〈食卓〉、杉の葉〈酒屋〉、紫の棺〈四{立以上の入の着る抱〉、

墨染めの袖〈出家の身〉、法葱裏〈田舎侍〉、柴戸〈程末な住居〉、行李〈主主〉、

黒衣〈出家〉、馬借〈一投〉、雛楊〈雛祭λ そろばん〈高売〉、 etc.

b.地による名づけ:籍〈大使〉、東宮く皇太子〉、内裏〈天皇〉、 etc.

などが確認できた。また、認知主体の聴覚によってえられる情報注 15 によって名づけが

おこなわれている倒は、

(31) もさ〈司舎者〉、で、んっくでん〈芝居〉、びよひょくひな〉、ぶんぶん〈こがね虫〉、

ぺんべんく三味隷〉、どん〈正午〉、 etc.

などが確認できた。また、今回の調査では、嘆覚，味覚・触覚によってえられる情報が

名づけに利用される倒は確認できなかった注 169

次に、より抽象的な属性がトリガーになる割を考える。まず、数字にまつわる例をし

めす。これらの倒は間護的に視覚と関連していると考えられる。

(32) 九尺二間〈粗末な住居〉、五十四粘〈源氏物語〉、五体〈全身〉、二十一くさい

ころ〉、二本〈武士〉、五輪〈近代オリンどック〉、 etc.

次に、棺対名詞の飼をしめすc

(33) (お)高官〈費入〉、議の下〈乞食〉、 etc.

最後に、連用転成名詞の事uをしめす。

(34) 演垂〈年若く経験の設い者〉、〈お)さが均〈百上の人からゆずり渡された衣類
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や品物〉、 etc.

以上、ここでは換論的会意味拡張にもとづいて、普通名詞が別の普通名詞の名づけに

和男されている例について観察した。

2.3.3. 普通名詞が富有名詞化しているもの

次に、普通名語が間有名詞化している倒について観察する。今回の謂査基準にしたが

えば、この類型に該当する語葉化した換職表現の例は確認することができなかった。し

かし、この種の名づけは名づけのありかたとしてはありふれていて、人名や地名など固

有名詞をつくる手段のひとつとなっていると考えられる。

また、普通名語の固有名詞化という観点でいえば、次の古典語にみられる、単純語の

意味が限定される例辻興味ぶかい。

(35) a. 昨吾、出(=延麿寺)へまかりのぼりにけ乃(源氏夕顔)

b.教化おこなふ所、山・寺(ニ三井寺)の作法うっして、大蟻海す〈紫式部日記)

(35) の例を吟味すると、実辻これらの倒は換喰のみではなくカテゴリーにおける類種

関需をその動機づけとする提験的な拡張によって意味が算出されている例であることが

わかる。つまり、 (35a) の例は f諒氏物語j の舞台である、平安時代の京都の宮廷文化

窟において、百本冨内の数ある山のなかから比叡山が選択され、さらに換験的な空間的

隣接性にもとづく関連性から廷暦寺が指示されている。同様に、 (35b) の例でも日本国

内に数ある寺の中から三井寺という典型的な成員が合意されている。このような、換聡

以外に提聡が語の意味拡張に介在する場合に生じる問題は、 2.4.2節で解決策をしめす。

以上、ここでは普通名詞が固有名詞イじする倒について、換稔以外に提臨が意味拡張に

介在する倒を中心に観察した。

2.3.4. 富有名詞が別の富有名詞として利用されるもの

最後に、毘有名詞が到の冨有名誌として利用される例について観察する。以下にしめ

すように、匡有名詞(地名)が関連する別の対象の名づけに利屠されることがある。

(36) 鎌倉殿〈源頼朝〉、北山殿〈足利義満〉、東山殿〈足利義政〉、 etc.

これらの例は、貴人をその居所の名前で名ざしする例であ号、忌み名として知られて

いる現象である(穂讃 1992) 。

また、辞書の記述としては確認できなかったが、人名が社名に転用される例もよくみ

られる現象である。

(37) トヨ夕、マツダ、(……) (窪菌 2002 : 59) 

(37) の I トヨタ J rマツダJ !土それぞれ、創業者の名字『豊田J r松田』に由来する。

以上、ここでは国有名詞が到の酉有名詞として和用される到を観察した。

2.3.5鍵 名前転送による意味変先における語用論的関数の傾向

先にしめしたように大田垣 (2009) では、名前転送を発動させる語用論的関数の類型

として (7) を提案した。この枠組にしたがえば、 (28) でしめした換磁が介在した意味変
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イヒの方向性の類型について、その具体例として 2.3 節で観察した倒のうち、普通名詞の

手TIの多くが(わにしめした類型のいずれかに該当することがわかる。問題となるのは、

一部の国右名語の普通名詞牝の倒と普通名詞の固有名語化の例で、換聡というよりは類

種関採にもとづく提聡によって意味拡張するばあいがある。特に前者の倒は換称注 17 と

よばれる原理で意味拡張しているものがおおい注 lso このあたりは、換輪と提験の境界

に位量する現象と考えられる。この問題もふくめ、次第では換聡が介在した意味変化に

ついて、その原理の包括的な定式化をこころみる。

2.4. 換鳴が介在した語量化の原理の定式化

ここからは、換聡が介在した意味変化について、その京理の包括的な定式化をこころ

みる Q 前節の観察で確認された提聡による意味拡張も射程にいれて考察をおこなう。

2.4.1. 名前転送による語曇化の定式先

まず、名前転送による語美化についての定式化をおこなう。名前転送のモデルをつか

えば、名前転送による語葉化は次のように定式化できる。

(38) 名古昔 (rl ， S) = nl 

語用論的関数| よ名前転送

名前 (r2 ， S) ニ n2

語柔化↓

名前 (r2 ， GS) = nl 

以上を料理名としての『鍋i を例に考えてみよう。トリガーとターゲットをそれぞれ

名前関数であらわすと、次のように表示される。

(39) トリガー :名前((容器>， S) ニ『鋳J

ターゲット:名前((鍋科理)， S) rxj [x は名前がごとい状態]

そして、語葉化が完了すると、一面的な場面であったスペースは一般的知識スペース

にくりあが号、トリガーの名前でターゲットの役謡をもっ名詞が完成する臼

(40) 名蔀((鏑料理)， GS) r錦j

これが、名前転送が介在した名詩の意味変fとが語棄化にまで至る過程の内実である。

2.4.2. 提鳴を処理するための指示的換喰モデルの拡張

次に、提聡を処理するために指示的換磁の定式を拡張する。国有名語がトリガーにな

り語葉化する備のなかに辻、 トリガーの役割がターゲットの下位役割になるという提骨量

的な特鍛〈換存)をもつものがある。これはそれぞれの名前関数の役割の部分を下綾部

にしめすように指定すれば、名前転送の定式をそのまま利用できる注へ

(41) 名前 (r 下， S) rnU 

語用論的関数! ↓名詩転送

名前 (r 上. S) rn2j 
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語量化したものはたとえば、次のように表示することができる。

(42) 名萄(くやぶ医者)， GS) = r苛斎i

また、普通名詞が田喜名詞fとする憐のなかにはターゲットがトリガーとなる名認の下

位役割になるものがある。これも当該の名前解釈における役割の部分を次の下毅部のよ

うに指定すれば役龍転移の定式化をそのまま利用できる。

(43) 名前 1 (n, GS) = r上→ r 下

語葉1eì20 したものはたとえば、次のように表示することができるむ

(44) 名前ぺ cw寺1 GS) <寺〉→〈三井寺〉

2.4.3. ー毅的知識スペース (GS) の栢対性について

ここで、換聡による意味拡張にもとづく語柔化におけるー穀的知識スペースの内実に

ついて、若干の補足的説明をほどこしておきたい。ー殻的な名詞匂解釈や、本稿でと与

あつかっている換聡が介在した名詞句解釈において一般的知識スペースとして語定され

るもの辻、基本的にわれわれがわれわれの題国をとちまく(現実)苦界に対してもって

いるデフォルトの知識(背景的知識)と考えられる。しかし、このデフォルトの背景的

知識辻認知主体がどのような言語コミュニティや文化圏に属するかによってきまる相対

的なものである c たとえば、先の 2.3 .3 節でふれた平安時代の京都の宮廷というスペー

スに所属する認知主体(繋式部や紫式部周辺の当時の人々)にとってのデフォルトの背景

知識が現代のわれわれがもっデフォルトの背景知識と等悟になると辻考えにくい。本稿

では、一般的知議スペースの全容をつまび、らかにすることはできないが、今後の課題と

して具体的なスペース(宮廷、蕗売、遊郭、 etc.) を設定することでその内実の一端をあ

きらかにすることは可能であると考えられる。

a おわりに

本稿では、換騒が介在した名詞の意味変化の開題について、まず、意味変化をひきお

こす 3 つの要因を提案した。次に rs 国オンラインj から抽出した具体備をもちいて意

味変化の方向性の類型を整理した。最後に、換議現象が介在した名詞の意味変イヒの原理

を、名詞の関数的な1JtU面に注百することで包括的に定式化した。

本稿の成果は、これらの装置を提案することにより、名語の意味変化というこれまで

体系的な把握の難しかった現象に対し、その一端についてではあるが科学的に予却可詑

な形で説明を与えることができるようにしたことである。

今後の課題として、まず、普通名詔と固有名詞の記号的なふるまいのちがいについて

名語の関数的な側面からより多角的に分析を行っていきたい。また、本稿でしめした 3

つの要因についても、人間の知覚特性やf居期の言語コミュニティの内実をさらに調査す

ることで、よち精綾化していきたい。
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注 1 Fauconnier (1985) の用語。トリガーとは本来の名前でよばれる対象、ターゲットとは

換喰によってよばれる対象である。

注 2 名前関数(金本 1990) :名前関数は役割とスペースを変域としてとって、名前(音列)を

かえす。名前関数は次のように表示される。名蔭 (r， S) = n [r: 役醤， S: スペース n:

名前J/名前関数の倒:名前(臨まん，関西) = r掠まんト名前〈訴まん，関東) = r肉

まんj (名謁と名前を区却して名前は n でくくる) (金水 1990 : 352) 

注 3 役割名詞匂があらわす内包をもったカテゴワーであり、一定の文献(スペース)にお

かれたときに、持定の要素を霞定する潜在能力をもっているもの。また、役割が一定のスペー

スにおかれたときに、限定され指示されることになる対象を「鐘j という。(井元 1995、

2001 、 2004、私信)/スペース・投割・値の関係は役割問数として次のように表示される。

r (S) = v [r: 役害Ù. S: スペース v 檀J (Fauconnier 1985) 

注 4 スペース:個体の寄在する世界であり場所や時間などを変域にもつ。スペースの変墳に

は信念やー殻的知識 (GS) などもふくまれる。{金水 1990)

注 5 金水(1990) によれぜ f という J I とよばれたJ I とよばれる j といった表現を用いてト

ザガーとターゲット間における名前の転用の有蕪をテストすることができる。 r という j は

名詞の役割と名爵を分離し、本来の名前にしかっかえない。「とよばれたj は~@J的なよび

名を役割とむすびつける。「とよばれる j は一般化したよび、名を役割とむすび、つける。

注 6 rその他の名づけj の内実については、それぞれ飼躍の問題をはらんでお号本稿では護極

的な議論はできないが、事物の隣義f生が介在した名づけという点で辻共通している。

注 7 名前解釈(金水 1990) :名前解釈は名前関数の逆関数であり、音弗とスペースをとって役

割をかえす。言語音を名前として解釈するのがこの関数の鵠きである。名前解釈は次のよ

うに表示される。名前 1 (n. S) = r 

注 8 統計的な観点でいえば、これはサンプリング講査である。筆者の調査では「転じてJ rた

ところからj 以外にも、辞書記述において換輸であることを辞書の執筆者が培に示すこと

になる表現として r~たことから J r ということから J r というところから J r ~と呼ばれたj

r~ と呼ばれる J rたとえたものJ r ~ることから J r意味から J r意からj などがある。この

ような詩書特有の典型的な表現から抽出した漬用的な表現を検索キーとして利用すること

は、大規模な電子辞典を単なる辞典としてだけでなく人語の概念体系を記述したコーパス

とみなして分析対象とする可龍性をひろげることになる。

注 9 ただしある飲食産で毎回おなじテーブルに座ったり同じ品を注文する客を店の人間が

テープル番号や注文品の名前を覆って(ひそかに)あだ名として名ざしすることはありうる。

注 10 この、 Lakoff (1 987) のメトニミー・モデルはむしろ提輸について説明している。

詮 11 辻 (2002 : 130) によれば知覚レベルで函を特後づける要因として次のようなものが短

られているという。 九次元的に閉じている図形は函になちやすい(完結?生)/相対的に面

積の小さいほうが図になりやすい(大きさ)/垂直・水平なもののほうが斜めのものより

留になりやすい(向き)/単純・規則的・対称的な領域のほうが図にな可やすい(バランス〉

/中央にあって、より近いところに克えるものが図になりやすく、背後に広がっているよ

うに見えるものは地になりやすい(奥行き)/明るいもの、鮮やかなものは図になりやす

い(明るさ)/動くものは匿にな号やすい(動静)/既存の意味や価植に関係づけちれる

ものはE民こなちやすい(缶値)J

注 12 視覚的なものが中心となる傾向があるように思われる。
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注 13 このような競曲的な換識の使用は、従来の参黒点モデルでは説明できない現象である。

注 14 以下、用開jを、名詞くその名詩が実際にあらわす指示対象や意味〉のようにしてしめす。

記述は fS 罰オンラインi から引用し、冗長会表現は、弘に要約した。

注目 認知主体の聴覚によってえられる情報をオノマトペと考えたばあい、トリガーを普通名

詞とみなすことには異論があるかもしれないが、概念上の操作は蔀品語的であり言語化さ

れた音声を音の名と考えれば、この分析に開題iまないと筆者は考える。

注 16 今回の調査対象である f百本国語大辞典j (第 2 援)では確認されなかったということ

であり、調査範囲を特定の言語コミュニティで費用される用語をあつめた辞典などにひろ

げればこれらの例がみつかる可能性は残されている。また、臨時的な名づけに日をむければ、

これらの情報にもとづいて名づけがおこなbれる可能性は排除できない。ただし、筆者の

素朴な直惑としては、嘆覚・味覚・触覚をあらわす表環は、名前転送に利用できるそれぞ

れの感覚そのものをあらわすトリガーの本来の名前というものが想定しにくく、「アンモニ

ア臭J Iカレー味J といった譲合語、 fコワコワ J Iザラザラ」といった共感覚比聡にもとづ

くオノマトベをもちいた表現が梗用されるものと考えられる。

注 17 カテゴリの典型的な成員の名前でそのカテゴ1) を代表させること。

注 18 I麓助、苦左衛門、弥三郎、弥三、弥次喜多、本阿弥J / I天王山、建長寺、仇野j

注 19 r 下は r上と同一スペースにあり、かっ、値域がひとしい。

注 20 役割転移がかかわっているので、語義化というよりは一般的知識内での操作の問題であ

るように患われる。この問題については次第で補足する。

補注用摂!の典拠として以下のテキストをもちいた。

日本古典文学大系:『源氏物語j / r紫式部日記J /青空文庫(www.aozora.gr.jp) 芥JfI龍

之介?開化の良人j (1919 年)/太宰治[道化の華j (1 935 年)/讃光利- r諜愁j (1930 年)

/新潮文庫の 100 情 (CD-ROM 販) :北社夫 f検家の人びと j (1964 年)/藤原正彦『若

き数学者のアメリカ j (1 978 年)/村上春樹 f世界の終わりとハードボイルドワンダーラ

ンドj (1 985 年)/その他の小説:森見登美彦 f太揚の塔j (新瀧文庫. 2006 年) /Web 

サイト: NIK豆EI NET (www.nikkei.co.jp) /日国オンライン (nikkoku.japanknowledge.

com) / r中国薪間j (www.chugoku-np.∞.jp) 
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Referential Metonymy and Meaning Change: 

Patterns of the Lexicalization in N ame Transfer 

OTAGA瓦1 Satoshi 

五eywords: referential metonymyラ name transfer, common noun, proper noun, 
Iexicalization 

Metonymy is a phenomenon in which referents or meanings of an linguistic 

expression shift from literal things to another closely-associated thing. 

In this paper, 1 analyze metonymy which occurs mainly in noun phrases. 1 

named this type of metonymy “referential 血etonymy'\

Referential metonymy has two subtypesラ“name transfer type" and “ role 

transition type". Furthermoreラ“name transfer type" can be divided into “ ad 

hoc naming" and “ lexicalized ad hoc naming'¥ 

The aim of this paper is to formulate principles of meaning change based 

upon name transfer wﾎth attentﾎon to the functional aspects of the noun (i.e. 

distinction between name and roleラ or distinction between common nouns and 

proper nouns). Thereforeラ 1 extracted nouns which have semantic extensions 

through metonymy from “ Nikkoku Online" to observe those pragmatic funcｭ

tions which cause name transfer. 

In conclusion, 1 express the formula of lexicalized ad hoc namingラ and sugｭ

gest three factors which cause meaning change of the nouns (i.e. factors of 

namlngラ factors of cognition, and factors of culture). 


